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貸　借　対　照　表
（平成28年 3 月31日）

（単位：千円）
資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額
流動資産 47,327,064 流動負債 13,899,280

現 金 及 び 預 金 2,950,164 買 掛 金 2,365,990
売 掛 金 108,695 短 期 借 入 金 10,000,546
延 払 債 権 9,843,262 長期借入金（１年以内返済予定） 620,000
未 収 リ ー ス 料 465,221 未 払 費 用 47,884
未 収 延 払 料 90,208 未 払 法 人 税 等 42,527
営 業 貸 付 金 726,203 預 り 金 3,007
リ ー ス 債 権 7,484,623 リ ー ス 債 務 58,526
リ ー ス 投 資 資 産 25,579,140 前 受 金 12,715
前 払 費 用 84,171 前 受 収 益 167,118
賃 貸 料 等 未 収 入 金 96,713 延 払 未 実 現 利 益 551,585
未 収 収 益 55 賞 与 引 当 金 27,363
繰 延 税 金 資 産 114,970 そ の 他 2,013
そ の 他 23,580
貸 倒 引 当 金 △ 239,948

固定資産 676,642 固定負債 23,308,497
有 形 固 定 資 産 287,987 長 期 借 入 金 22,865,000

賃 貸 資 産 260,008 リ ー ス 預 り 保 証 金 422,347
社 用 資 産 27,978 延 払 預 り 保 証 金 454

建 物 11,756 退 職 給 付 引 当 金 8,064
器 具 備 品 16,222 長 期 未 払 金 12,631

無 形 固 定 資 産 63,174
賃 貸 資 産 1,285
その他の無形固定資産 61,889 負 債 合 計 37,207,777

ソ フ ト ウ ェ ア 19,325 純 資 産 の 部
ソフトウェア仮勘定 42,120 株主資本 10,795,928
電 話 加 入 権 443 資 本 金 3,100,000

投 資 そ の 他 の 資 産 325,480 資 本 剰 余 金 4,843,876
投 資 有 価 証 券 47,487 資 本 準 備 金 2,600,000
固 定 化 営 業 債 権 168,247 その他資本剰余金 2,243,876
保 証 金 46,701 利 益 剰 余 金 2,852,052
繰 延 税 金 資 産 130,203 その他利益剰余金 2,852,052
前 払 年 金 費 用 43,850 繰 越 利 益 剰 余 金 2,852,052
そ の 他 4,749
貸 倒 引 当 金 △ 115,758 純 資 産 合 計 10,795,928
資 産 合 計 48,003,706 負 債 純 資 産 合 計 48,003,706
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損　益　計　算　書

（単位：千円）
科　　目 金　　額

売 上 高
リ ー ス 売 上 高 13,797,866
延 払 売 上 高 5,444,971
営 業 貸 付 金 収 入 25,021
受 取 手 数 料 1,784
そ の 他 の 売 上 高 259,398 19,529,041

売 上 原 価
リ ー ス 原 価 12,151,279
延 払 原 価 5,176,946
そ の 他 の 原 価 528,660
資 金 原 価 462,534 18,319,420

売 上 総 利 益 1,209,620

販売費及び一般管理費 495,440
営 業 利 益 714,180

営 業 外 収 益
償 却 債 権 取 立 益 2,853
そ の 他 455 3,309

営 業 外 費 用
支 払 利 息 681
そ の 他 130 811

経 常 利 益 716,677

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損 1,219 1,219

税 引 前 当 期 純 利 益 715,458
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 29,317
法 人 税 等 調 整 額 163,553
当 期 純 利 益 522,587

�自　平成27年 4 月 1 日�
�至　平成28年 3 月31日�
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

（単位：千円）

株主資本

純
資
産
合
計

資本金

資本剰余金 利益剰余金
株
主
資
本
合
計

資 本
準 備 金

そ の 他
資 本
剰 余 金

資 本
剰 余 金
合 計

そ の 他 
利益剰余金 利 益

剰 余 金
合 計繰越利益 

剰余金

当期首残高 3,100,000 2,600,000 2,243,876 4,843,876 2,549,035 2,549,035 10,492,911 10,492,911

当期変動額

剰余金の配当 - - - - △ 219,570 △ 219,570 △ 219,570 △ 219,570

当期純利益 - - - - 522,587 522,587 522,587 522,587

当期変動額合計 - - - - 303,017 303,017 303,017 303,017

当期末残高 3,100,000 2,600,000 2,243,876 4,843,876 2,852,052 2,852,052 10,795,928 10,795,928

�自　平成27年 4 月 1 日�
�至　平成28年 3 月31日�



（4）

個　別　注　記　表

１ ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
⑴　有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入
法により処理し売却原価は移動平均法により算定しております。）

時価のないもの
移動平均法による原価法

⑵　固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産

ア．賃貸資産
見積賃貸期間を償却年数とし、賃貸期間終了時の処分見積価額
を残存価額とする定額法

イ．社用資産
定率法

②無形固定資産
ア．賃貸資産

賃貸期間を償却年数とし、賃貸期間終了時の処分見積価額を残
存価額とする定額法

イ．ソフトウェア
自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間

（ ５ 年）に基づく定額法

⑶　引当金の計上方法
①貸倒引当金

債権の貸倒に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、
回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金

�自　平成27年 4 月 1 日�
�至　平成28年 3 月31日�
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従業員への賞与の支払いに備えるため、翌事業年度の支給見込額の
うち、当事業年度に帰属する額を計上しております。

③退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債
務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

⑷　収益及び費用の計上基準
①ファイナンス・リース取引に係る売上高及び原価の計上基準

リース料を収受すべき時に売上高と売上原価を計上する方法によっ
ております。

②オペレーティング・リース取引に係る売上高の計上基準
リース契約期間に基づくリース契約上の収受すべき月当たりのリー
ス料を基準として、その経過期間に対応するリース料を計上してお
ります。

③延払取引の延払売上高及び延払原価の計上基準
延払取引実行時にその債権総額を延払債権に計上し、延払契約によ
る支払期日を基準として当該経過期間に対応する延払売上高及び延
払原価を計上しております。
なお、支払期日未到来の延払債権に対応する未経過利益は、延払未
実現利益として　繰延経理しております。

④金融費用の計上方法
金融費用は、営業収益に対応する金融費用とその他の金融費用を区
分計上することとしております。
その配分方法は、総資産を営業取引に基づく資産とその他の資産に
区分し、その資産残高を基準として営業資産に対応する金融費用は
資金原価に、その他の資産に対応する金融費用は営業外費用に計上
しております。
なお、資金原価は、営業資産に係る金融費用からこれに対応する預
金の受取利息等を控除して計上しております。

⑸　ヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

特例処理の要件を満たしている金利スワップについて特例処理に
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よっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段・・・・・・金利スワップ
ヘッジ対象・・・・・・借入金の利息

③ヘッジ方針
借入金の金利の変動によるリスクを回避する目的で、金利スワップ
取引を行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法
特例処理の要件を満たしているため、有効性の評価を省略しており
ます。

⑹　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

2 ．追加情報
役員退職慰労金制度について、平成27年 ５ 月に開催した取締役会におい

て、役員退職慰労金制度を廃止することを決議し、平成27年 6 月開催の定時
株主総会において取締役および監査役に対し退職慰労金を打ち切り支給する
ことを決議しました。これにより「役員退職慰労金」を全額取崩し、当会計期
間中の打ち切り支給未払分12百万円を「長期未払金」に含めて表示しておりま
す。

3 ．貸借対照表に関する注記
⑴ 　担保に供している資産（未経過リース期間に関わるリース契約債権を

含む）及び担保に関わる債務
①担保に供している資産

リース投資資産・リース債権 11,36５,４０９千円
延払債権 27,777千円
営業貸付金 638,2４０千円
　　計 12,０31,４27千円
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②担保に関わる債務
一年以内返済長期借入金 3００,０００千円
長期借入金 ９,7００,０００千円
　　計 1０,０００,０００千円

⑵　固定化営業債権
破産債権、更生債権、その他これらに準ずる債権を固定化営業債権

として計上しております。

⑶　有形固定資産の減価償却累計額
賃貸資産 2,９28,882千円
社用資産 1０7,6４8千円
　　計 3,０36,５31千円

⑷　リース投資資産の内訳
リース料債権部分 2５,４17,４68千円
見積残存価額部分 3,338,7５４千円
受取利息相当額 △ 3,23５,6０９千円
　　計 2５,５2０,61４千円
転リース資産 ５8,５26千円
　　計 2５,５7９,1４０千円

⑸　リース債権及びリース投資資産に係るリース料債権部分の金額の回収
期日別内訳

リース債権 リース投資資産
1 年以内 3,281,９3９千円 7,９1９,722千円
1 年超 2 年以内 1,５33,1００千円 6,13５,４11千円
2 年超 3 年以内 1,12５,626千円 ４,618,86４千円
3 年超 4 年以内 7９1,178千円 3,０82,５2０千円
4 年超 5 年以内 ４82,1０3千円 1,５32,676千円
5 年超 ４27,22５千円 2,128,272千円
　　計 7,6４1,172千円 2５,４17,４68千円

⑹　オペレーティング・リース取引に係る未経過リース料の金額
１年以内 12,４18千円
１年超 1０,５４９千円
　　計 22,９67千円
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⑺　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 6,7０1,５９3千円
短期金銭債務 8,０００,５４6千円
長期金銭債務 1９,０００,０００千円

⑻　預り手形 2,５16,４7５千円

4 ．損益計算書に関する注記
⑴　関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 86５,13０千円
売上原価 1,００8,31４千円
販売費及び一般管理費 337,０78千円

⑵　資金原価の内訳
支払利息 ４63,1０４千円
受取利息 ５7０千円
　　差引 ４62,５3４千円

5 ．株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類及び総数に関する事項

当事業年度末における発行済株式の種類及び総数
　　普通株式 1,０９7,8５０株

⑵　当該事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決議 配当金の総額 一株当たりの配当額 基準日 効力発生日

平成27年 6 月26日 
株主総会 21９,５7０,０００ 普通配当＠ 7０円

記念配当＠13０円 平成27年 3 月31日 平成27年 6 月2９日

⑶　当該事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決議 配当金の総額 一株当たりの配当額 基準日 効力発生日

平成28年 6 月2９日
株主総会 21９,５7０,０００ 普通配当＠ 7０円

記念配当＠13０円 平成28年 3 月31日 平成28年 6 月3０日
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6 . 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（単位：千円）

（繰延税金資産）
貸倒引当金 1０8,０7４
繰越欠損金 1５7,88０
その他 38,261
　　　　小計 3０４,216
評価性引当金 △４8,０8５
　　　　合計 2５6,131

（繰延税金負債）
その他 △1０,９５7
繰延税金資産の純額 2４５,173

（注）法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額
の修正
「平成28年度税制改正」が平成28年 3 月2９日に成立したことに伴い、
繰延税金資産及び繰延税金負債の計算（ただし、平成28年 ４ 月 1 日以
降解消されるものに限る）に使用した法定実効税率は、従来の32.26％
から、回収または支払が見込まれる期間が平成28年 ４ 月 1 日から平成
3０年 3 月31日までのものは3０.86％、平成3０年 ４ 月 1 日以降のものに
ついては3０.62％にそれぞれ変更されております。

その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金
額）が11百万円減少、法人税等調整額は11百万円増加しております。

7 ．金融商品に関する注記
7 - １ ．金融商品の状況に関する事項

⑴　金融商品に対する取組方針
当社はリース事業を行い、必要な資金を銀行より調達しています。

⑵　金融商品の内容及びそのリスク
当社が保有する金融資産はリース投資資産、リース債権、延払債権、

営業貸付金であり、顧客の契約不履行によってもたらされる信用リス
クに晒されています。

金融負債は借入金、リース債務であり、支払期日にその支払いを実
行できなくなる流動性リスクに晒されています。
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⑶　金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスクの管理

当社は管理規定に従い、個別案件ごとの与信審査、信用情報管理、
社内格付問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営
しています。

②流動性リスクの管理
資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長短バランスの調整

などによって流動性リスクを管理しています。

7 -₂.金融商品の時価等に関する事項
平成28年 3 月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額

は、次の通りであります。
（単位：千円）

貸借対照表
計上額 時価 差額

⑴現金及び預金 2,９５０,16４ 2,９５０,16４ −
⑵リース投資資産 2５,５7９,1４０ 
　　貸倒引当金（※ 1 ） △ 7９,４０９ 

2５,４９９,73０ 26,０62,366 ５62,63５ 
⑶リース債権 7,４8４,623 
　　貸倒引当金（※ 2 ） △ 1９,９０９ 

7,４6４,71４ 7,627,68０ 162,９66 
⑷延払債権 ９,8４3,262 
　　貸倒引当金（※ 3 ） △ ５９,1０6 

９,78４,1５6 ９,72０,５９０ △ 63,５6５ 
⑸営業貸付金 726,2０3 
　　貸倒引当金（※ ４ ） △ 123,４8９ 

6０2,71４ 6０４,９73 2,2５９ 
　資産　計 ４6,3０1,４8０ ４6,９6５,776 66４,2９５ 
⑹借入金 33,４8５,５４6 3４,０63,４４3 ５77,8９7 
　負債　計 33,４8５,５４6 3４,０63,４４3 ５77,8９7 
⑺デリバティブ取引 − − −

（※ 1 ）リース投資資産に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（※ 2 ）リース債権に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（※ 3 ）延払債権に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（※ ４ ）営業貸付金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

（注 1 ）金融商品の時価算定方法並びにデリバティブ取引に関する事項

資産
⑴　現金及び預金

預金は全て残存期間 6 カ月以下であり、時価は帳簿価額と近似してい
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ると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。

⑵　リース投資資産
リース投資資産の期間に基づく区分ごとに、市場金利、貸倒実績率を

加味した割引将来キャッシュ・フロー法により時価を算定しております。
なお、残存期間が 6 カ月以内のものは、時価は帳簿価額と近似している
ことから、当該帳簿価額を時価としております。

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、
見積将来キャッシュ・フローの現在価値または担保及び保証による回収
見込額に基づいて貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額
を時価としております。

⑶　リース債権
リース債権の期間に基づく区分ごとに、市場金利、貸倒実績率を加味

した割引将来キャッシュ・フロー法により時価を算定しております。な
お、残存期間が 6 カ月以内のものは、時価は帳簿価額と近似しているこ
とから、当該帳簿価額を時価としております。

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、
見積将来キャッシュ・フローの現在価値または担保及び保証による回収
見込額に基づいて貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額
を時価としております。

⑷　延払債権
延払債権の期間に基づく区分ごとに、市場金利、貸倒実績率を加味し

た割引将来キャッシュ・フロー法により時価を算定しております。なお、
残存期間が 6 カ月以内のものは、時価は帳簿価額と近似していることか
ら、当該帳簿価額を時価としております。

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、
見積将来キャッシュ・フローの現在価値または担保及び保証による回収
見込額に基づいて貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額
を時価としております。

⑸　営業貸付金
営業貸付金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映

するため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時
価としております。固定金利によるものは、営業貸付金の期間に基づく
区分ごとに、市場金利、貸倒実績率を加味した割引将来キャッシュ・フ
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ロー法により時価を算定しております。なお、残存期間が 6 カ月以内の
ものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価
としております。

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、
見積将来キャッシュ・フローの現在価値または担保及び保証による回収
見込額に基づいて貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額
を時価としております。

負債
⑹　借入金

借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映する
ため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価と
しております。固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の借入に
おいて想定される利率で割り引いて時価を算定しております。なお、借
入金の中には、金利スワップの特例処理の対象とされたものがあり、当
該金利ｽﾜｯﾌﾟと一体として処理された元利金の合計額を同様の借入にお
いて想定される利率で割り引いて時価を算定しております。
なお、残存期間が 6 カ月以内のものは、時価は帳簿価額と近似している
ことから、当該帳簿価額を時価としております。

⑺　デリバティブ取引
①ヘッジ会計が適用されていないもの ：該当するものはありません。
②ヘッジ会計が適用されるもの ： ヘッジ会計の方法ごとの決算日

における契約額または契約にお
いて定められた元本相当額等は、
次のとおりです。

（単位：千円）

ヘッジ会計の方法 デリバティブ 
取引の種類等

主なヘッ
ジ対象

契約額等 時価 当該時価の
算定方法うち 1 年超

金利スワップの
特例処理

金利スワップ取引
支払固定・受取変動

長期
借入金 ９,6００,０００ ９,6００,０００ （※）

（※） 金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理
されているため、その時価は当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

（注 2 ） 投資有価証券　４7,４87千円は非上場株式であり、市場価格がなく、
かつ、将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価
を把握することが極めて困難と認められるため、上表に記載してお
りません。　
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8 ．関連当事者との取引に関する注記
⑴　親会社及び法人主要株主等

（千円）

属
性

会社等
の名称 所在地 資本金 事業の

内容
議決権の
所有割合

（被所有割合）

関連当事者
との関係

取引の
内容 取引金額 科目 期末残高

親
会
社

株式会社
関西
アーバン
銀行

大阪市
中央区

47,039
百万円 銀行業

（被所有）
直接

89.0％

リース取引
資金の
借入・調達

資金の 
借入・調達
（注 1）
（注 3）

受取
リース料
（注 2）
支払利息

2,000,000

865,130

291,363

短期借入金

長期借入金

リース 
投資資産

8,０００,５４6

1０,０００,０００

3,861,6５９

（千円）

属
性

会社等
の名称 所在地 資本金 事業の

内容
議決権の
所有割合

関連当事者
との関係

取引の 
内容 取引金額 科目 期末残高

親
会
社

株式会社
三井住友

銀行

東京都
千代田区

1,770,996 
百万円 銀行業 なし 資金の

借入

借入の返済
（注 1）

支払利息

150,000

118,326

長期借入金 9,000,000

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
1 ．資金の借入については、借入利率は市場金利を勘案して合理的に決定

しております。
なお、株式会社関西アーバン銀行については担保は提供しておりませ
ん。

2 ．リース取引については、市場実勢に基づく見積を提出の上契約を受注
しており、一般的取引と同様の条件によっております。

3 ．資金の借入の取引金額は期中平均残高を記載しております。
４ ．取引金額には消費税等は含まれておりません。

⑵　親会社に関する情報
株式会社三井住友フィナンシャルグループ（東京､ 名古屋､ ニューヨー
ク証券取引所に上場）
株式会社三井住友銀行（非上場）
株式会社関西アーバン銀行（東京証券取引所に上場）

9 . １ 株当たり情報に関する注記
⑴　 1 株当たり純資産額 ９,833円7０銭
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⑵　 1 株当たり当期純利益 ４76円００銭

（注） 貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表の
金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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